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つながり 
 

調整監  

杉野本 智幸 

 
１学期末を迎え，各学校では確かな学力づくりやた

くましい体づくり，そして豊かな心づくりの取組につ

いて確認する時期になりました。そして，子どもたち

の成長や揺れ動く内面，その背景を理解し，学校や保

護者，地域の方々が同じ方向性をもった働きかけにつ

いて，具体化されてきているところだと思います。 
 
さて，５月初旬から７月初旬にかけて，教育事務所

から管内の全小中学校（８８校）を訪問させていただ

きました。校内体制を整えつつある多忙な時期に，ま

た，活発に教育活動が展開される時期に，丁寧な準備

と対応をしていただきありがとうございました。 
 校長先生の描く学校観や学校の使命，熱い教育信条，

明確なビジョン，自校の教育課題を見据えた具体的な

重点等を聞かせていただく中で，私自身，身が引き締

まる思いでした。教頭先生の話からは，校長先生の経

営方針を職員全体に浸透させるための手立てや学校

が組織として有効に機能するための方策，それを支え

るための居心地のよい職員室づくりへの配慮等が伝

わってきました。どの学校でも「チーム」「つながり」

「職員集団」「協働体制」「日々の取組」「組織」等を

大切にされていることを，大いに勉強させていただき

ました。 
 
ところで，平成２４年５月１５日に中央教育審議会

の教員の資質能力向上特別部会から「教職生活の全体

を通じた教員の総合的な向上方策について」の審議の

まとめが出されました。その中では「これからの教員

に求められる資質能力」を， 
(ⅰ)教職に対する責任感，探求力，教職生活全体を

通じて自主的に学び続ける力（使命感や責任感，教

育的愛情）， 
(ⅱ)専門職としての高度な知識・技能， 

(ⅲ)総合的な人間力（豊かな人間性や社会性，コミュニ

ケーション力，同僚とチームで対応する力，地域や社会の

多様な組織等と連携・協働できる力） 

と整理されています。 

 
 
 
 

  
 
学校訪問で聞かせていただいた話と，ずいぶん重な

るものがありました。他県では，職員構成において若

手が大きな割合を占める状況が始まっています。近い

将来，本県でも似たような状況が起こりそうです。Ｏ

ＪＴ（職場研修）の重要度が高まっていく中で，相互

に素直に学びが入っていくためには，意見が自由に言

い合える，よいものは在職や経験の長短に関係なく進

取していける，困っていることが相談できる職場の雰

囲気は，大切な基盤となっていきます。学級経営でも

同じことが言えるのは，承知のことと思います。 
学校訪問の際に，ある校長先生が「子どもは，教職

員の背中を見て育つ。最大の教育環境は，教職員自身

だ。」と語られました。素敵な学校経営や職員集団づ

くりにつながっていることが想像できました。 
 
日曜日の早朝に，教育関係の講演会の様子を放送す

る民放のテレビ番組があります。１か月ほど前に，日

本メンタルヘルス協会代表で心理カウンセラーの衛

藤信之氏が登場しました。その中で，衛藤氏は，「一

期一会とは，初めて出会った人に二度と会うことはな

いと思って出会い，そのために一生分のサービスを提

供するというのではなく，本当の意味は，いつも出会

っている人に今日で最後と思って出会えるかという

こと。」だと話しておられました。また，「あんな先輩

になりたいな」と思ったとき人はまねる（学ぶ）のだ

そうです。このような同僚同士や子どもとのかかわり

が，素敵な学校文化の醸成につながっていくのだろう

なと感じました。 
今年度の学校訪問は，市町担当指導主事や総務グル

ープの課長とスタッフも同行し，それぞれに学力向上

策や校内研究，学校事務に係る問題や課題，事務グル

ープ活動等について話し合うことができ，有意義な時

間となりました。課長の提案による事務職員との話し

合いの場は，初めての試みでしたが，現場で顔を合わ

せて話をすることのよさを実感していました。同行し

た私も同じ思いです。また，同行された市町教育委員

会の方々の心配りから，各学校への支援にも尽力され

ていることを強く感じました。 
 
今，合同庁舎横にある公用車用の車庫の入り口に立

つと，頭上にツバメのつがいが，一生懸命子ツバメに

餌を運んできています。たまに数羽の子ツバメが，顔

を出しながら親を待っています。やがて自立して，飛

び立っていく日を夢見ながら。 
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新学習指導要領の全面実施に当たって   

～「学力向上」と「生きる力」～ 

今年度より中学校及び特別支援学校中等部の新学習指導要領が全面実施されました。ご承知のように，

新しい教育基本法では「知・徳・体」のバランスのとれた人間形成が教育の目標の一番目に掲げられ，

「生きる力」の理念も新指導要領に継承されています。今年４月下旬に行った島根県学力調査の結果も

６月２０日に発表され，「全体的に基礎的な知識は備わっているが，複数の資料を読み取って表現した

り，理由を説明したりする応用問題などで正答率が低く課題が残った」「実生活に関連した問題にも弱

さが目立つ」と分析しています。（詳しい分析結果，概要等は義務教育課ＨＰに掲載） 
学習意欲や学習習慣は学力の基盤です。ただ，何のために勉強するのかという目的も分からず，基礎

的な知識が理解できないままでは 
将来の目標をもって学び続け，自分 
の能力を伸ばしていくことは困難で 
あろうと思います。児童生徒の主体 
的学習の確立と学習時間の確保は学 
力向上の最大の目標です。子どもた 
ちに身に付けさせたい学力とは「ど 
ういう学力」なのかをしっかり押さ 
えて，各学校の実態に即した教育活 
動をしていく必要があります。これ 
から各学校に返却される県学力調査 
の結果をしっかり分析し，今後の取 
組に生かしてほしいと思います。     文部科学省 「すぐにわかる新しい学習指導要領のポイント」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

                   

第３期しまね学力向上プロジェクト（Ｈ２４～） めざす子ども像 

目標 社会の一員として夢の実現に向かう子ども 

☆学力向上対策とキャリア教育の一体化の推進を！！ 

 今井康雄島根県教育委員会教育長の訓辞（平成２４年４月２日 小中学校管理職辞令交付式）より 

島根の教育の現状を見ますと，少子化の進行に伴う児童・生徒数の減少や学力・体力の問題，不登校や

いじめ等，困難な課題を抱える子どもたちの増大等，多くの課題に溢れています。私たちは，このような状況を十

分に踏まえて教育に取り組んでいく必要があります。大切なことは，知・徳・体のバランスのとれた人格形成を進め

ていくことを基本とし，グローバル化の流れの中で世界に視野を広げつつも，自らの地域に誇りをもち，地域の未

来を担うという気概をもった子どもたちを育成することであります。（中略）まず，学力向上の取組です。小中学校で

は，基礎・基本の習得の上で，何よりも自ら学ぶ意欲や力を育ててほしいと思います。そのためには，授業の質を

高めることはもとよりでありますが，社会や働くことに興味・関心をもたせ，「生き方」について考えさせていく，キャリア

教育の充実を図っていくことが必要だと思います。（後略） 
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学校教育スタッフ指導主事 日野原 剛 

 

 キャリア教育は「学ぶ意義を学ぶ教育」であり，キ

ャリア教育によって子どもたちの学習意欲が向上し，

学力向上につながると言われています。すべての子ど

もたちが生き生きと意欲をもって学べるようにする

ことは，私たちの最大の願いではないでしょうか。 
  

本稿ではまず，キャリア教育と学習意欲を高める動

機付けについて少し詳しく考えてみたいと思います。

中教審の元臨時委員で東京大学教授の市川伸一氏は，

子どもへの学習カウンセリングやアンケートを通じ

て学習動機を６つに分類した下のようなモデルを考

案されています。 
 

 
 
縦軸は学習内容そのものを重視しているかどうか，

横軸は学習による直接的な報酬をどの程度期待して

いるかどうかを表しており，「学習動機の二要因モデ

ル」と呼んでいます。 
 

 キャリア教育は，今学校で学習している内容が日常

生活や将来につながっていることを意識させます。こ

れは上のモデルで言えば実用志向の動機付けになり

ます。市川氏は，これまでは内発的か外発的かの単純

な軸で語られてきたため，この種類の動機付け(特に長

い目で見た時に勉強が何の役に立つか)に対する働き

かけが弱かったと指摘しています(※注)。 
 

  
 
 

また，子どもたちの学習の中身(内容や方法)につい

ては，縦軸の上の動機付け (内容関与的動機) の方が

質の高いものになりやすいと述べています。子どもた

ちが学習内容そのものの重要性を感じてそれを身に

つけたいという種類の動機なので，自然と能動的で本

当に身になる学習方法になるというわけです。 
 

 次に，キャリア教育の取組が先生方の意識に及ぼす

影響について考えてみます。基礎的・汎用的能力の育

成という視点でキャリア教育の年間指導計画を作成

し，自分の担当する教科がそれらのどのような能力の

育成に寄与できるかを考えてみると，「課題を自ら見

つけること，目的をもって努力すること，友だちと協

力しあって考えを深めたり折り合いをつけたりする

こと，難しい問題に出会った時にどうすればよいか」

など，教科の内容そのもののほかにもたくさんのこと

が指導できることに改めて気付かされます(この認識

は指導の改善にも直結するものです)。教科の学習は子

どもたちの将来や日常生活に有用であるともに，「生

きる力」の育成の大きな柱になっているということで

す。このようにして先生方が各教科等の学習の意義を

再認識し，勉強が本当に大切なものだと感じられれば，

それが隠れたカリキュラムとなって，子どもたちの価

値観や学習に対する考え方に及ぼす影響は決して小

さくないはずです。 
 
以上のことから，キャリア教育が子どもたちの学習

の一層の充実に資

することをご理解

いただき，教育委員

会と学校，学校同士

が 連 携 し て 計 画

的・体系的にキャリ

ア教育を進めてい

けたらと思います。 
 
(※注) 市川氏は，やる気が出ないときにどうするかが問題なので 

あり，学び続けるためにはいろいろな動機に多重に支えら 

れていることが重要であると主張しています。 

キャリア教育の手引

(小)(中) 

「キャリア教育」と「学習」の 

おいしい関係  
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島根県ふるまい向上県民運動 

 

「ふるまい向上」をしまねの宝に！ と取り組んで今年で三年目になります。

島根に受け継がれてきた人情味あふれる温かい人間性と「ふるまい」を大切に 
しながら，日本人として（人間として）の礎を育むこと。それは，学力向上や  ふるまい向上コーディネーター 
コミュニケーション能力を高めることにつながります。また，社会の中で人が     永田 千秋 

幸せに生きるためには，日常のふるまいの在り方がとても大切なものだと考え 
ます。 「見てまねて 感じて育つ 島根のふるまい」 ― 子どもは，大人から学びまねて，感じて自分のも

のとして行動します。大人が良い手本となり，子どもたちの健やかな成長と私たち大人の行動を考える機会とな

ればと思います。 
 今年度，「ふるまい向上指導員派遣事業」が始まりました。これは，１５名の指導員が要望に応じて，市町

村単位，各保育所（園）・幼稚園単位の職員研修や保護者会等へ出かけて，ふるまい向上に関わる話をするとい

うものです。小学校でも是非，来年度入学する新入生説明会等で話す機会を与えていただきたいと思います。 
 大人と子どもの伝達力が希薄になっている今こそ，子どもたちの幸せのために，社会全体で取組み，支えてい

きましょう。 
 

わが校ふるまい自慢 ポスター完成！ 

しまねのよさ，すばらしさを県内外へ発信！！ 

 ７月２１日から１１月１１日まで「神話博しまね」が開催され，開催中は多くの方が島根県へ来られることと

思います。そこで，この期間をこれまでのふるまい向上の取組の成果を県内外へ発信する機会ととらえ，「わが

校ふるまい自慢」のポスターを県内の公共交通機関，公共施設，神話博しまねの会場等に掲示する予定です。ポ

スターには小・中学校でのふるまい向上の取組事例と市町村・市町村教育委員会等が特色ある教育の推進をＰＲ

する文をつけます。そしてすべてのポスターには県教育委員会からのＰＲ文もつきます。  
  →これが県教育委員会のＰＲ文です。すべてのポスターに同じものが 

ついているので，紹介するものは切り取ってあります。 
 

☆浜田管内の６市町のポスターを紹介します！！ 

 

浜田市 
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大田市 

江津市 

川本町 

邑南町 

美郷町 

 

ふるまい向上プロジェクトの一環として，乳幼児とその保護者

のふるまい向上に関わる支援をする「ふるまい向上指導員」を派

遣します。指導員は幼稚園，保育所等の要望に応じて職員研修や

保護者会で話をします。入学説明会等での説明を希望される小学

校は，浜田教育事務所までご連絡ください。永田ふるまい向上コ

ーディネーターが対応します。 

        
浜田地区協議会とは… 

浜田地区において，島根県ふるまい向上プロジェクト事業の円 

滑な実施と「ふるまい向上」の県民運動化の推進を図るために，

各市町が主体となって，それぞれの特色を生かしたふるまい向

上に向けた取組を検討することを目的とした会です。 
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夏休みに向けて 
 

学校教育スタッフ生徒指導専任主事  

伊津 洋士 

  

平成２４年度の１学期も終盤にさしかかりまし

た。各小中学校では学習のまとめをしたり，夏休

みに向けての取組を検討したりしておられること

と思います。子どもたちの間からも夏休みの話題

がちらほら出始める頃ではないでしょうか。 

 さて，この１学期の各学校での生徒指導上の成

果や課題，特に不登校及び不登校傾向の児童生徒

の問題について考えてみたいと思います。不登校

は，県全体をあげて取り組んでいかなくてはなら

ない大きな課題です。平成２３年度の各学校から

の報告書を見ますと，浜田教育事務所管内の小学

校でも中学校でも，個に応じた丁寧な対応が見ら

れます。そして，その取組によって不登校の状態

が改善した児童生徒がおり，着実な成果が見られ

ます。 

 しかし，管内の小中学校ともに，不登校児童生

徒数は一昨年度よりも増加しています。各校で取

り組んでいる不登校対策ですが，さらに検討を重

ねていく必要があります。小６→中１→中２→中

３と，学年を追って児童生徒の不登校数を見てい

きますと，学年が上がるにつれ，徐々に増加して

いく傾向が見られます。しかし，学年が変わった

１学期の報告を見ると不登校児童生徒数は前年度

の３学期よりも減少し，そしてその年度の終わり

には，また前年度と同じかそれを上回る数になる

傾向が見られます。 

  これは，新しい学年や進学に向けての児童生徒

の意欲の表れであると思います。さらに学校の取

組として前担任や新担任の連携，小中学校の連携， 

 

 

 

 

 

学校の組織的な対応などが登校意欲につながって

いるに違いありません。また，学校行事や部活動

などの大きな節目をきっかけに変わろうとする児

童生徒もいることでしょう。この１学期に不登校

の状態を改善した児童生徒，夏休みを区切りとし

て登校できそうな児童生徒が学校に存在している

のではないでしょうか。不登校の児童生徒の状態

や環境などの原因は多様化していますので，その

都度，見極め，判断し、対応していくことが必要

となります。どのような対応が最適であるのかは

難しい判断となり，学校・家庭・地域・関係機関

などが連携を図りながら取り組んでいく必要があ

ります。 

 １学期の残りの日々や夏休みは，不登校状態改

善に向けて大きく変化したり，良い状態を継続し

たりするための大切な時期です。現在，不登校状

態にある児童生徒にとって充実した夏休みとなる

よう，各学校で対応策を練っていただけたらと思

います。 

  子どもたちのために，わたしたち大人がチーム

を組んで前向きに取り組んでいくことが大切で

す。「子どもも大人も，みんなが笑顔いっぱいの

２学期にするための夏休み」となるように，明る

く元気に過ごしていきましょう。 

 

 

 

 

                                          

                         

チーム 

ワーク！ 

☆第２回島根県神話絵画コンクール（締切：９月１４日〈金〉）     
☆しまね数リンピック（締切：９月１０日〈月〉）            たくさんのご応募・ご参加を 
☆しまね調べ学習プレゼンテーションコンテスト（締切：１０月３１日〈水〉）    お待ちしています！ 


